
仙台市×東北大学スマートフロンティア協議会

１

⚫ 仙台市・東北大学・民間企業の産学官連携により、複数分野のデータ連携による先端的サービスの創出
を通じて、市民ニーズに即した地域課題の解決を図る。

参画事業者：85社
2025年10月末時点

まちのレジリエンス
分科会

まちの活性化・回遊
分科会

ウェルネス分科会
ゼロカーボンシティ

分科会

▼津波避難広報、医薬品搬送等
様々なドローン実証実験を実施

▼オンライン診療・オンライン服薬 指導実証実験
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２

⚫ 人口減少と高齢化などにより、運転士不足等を主な要因として、路線バスの減便等が相次いでいる

⚫ 公共交通サービスの維持や観光の二次交通課題等の解決策として、自動運転の実証実験を行い、技術面・
経営面などを検証

自動運転バス事業

⚫  市中心部の城跡や公園などの観光資源
が集まる象徴的なエリアにおいては、技
術・経営面に加えて、社会的受容性につ
いて検証

⚫  標高約130mの城跡まで、最大斜度
15％の急勾配、急カーブが続く道を乗
客を乗せて運行しており、実証フィールド
として非常に先進的な事業
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AI搭載四足歩行ロボット事業

⚫ 日本では労働力不足を背景に、建設業や農業において、業務の省力化が強く望まれている

⚫ 仙台市の新市役所建設現場において、画像解析AIを搭載した四足歩行ロボットによる自動監視を実証

３
今後、他分野・異種業界への応用を通じて、労働力不足の解消に繋げていく

画像解析AIにより、現場で異常内容を解析し、
現場から離れた監視室へ即時通知



地域企業が抱える課題に対し、
仙台市がワークショップや伴走型で
課題解決を図るプログラムを展開

AIを取り入れた農業用運搬ロボットの導入、
レタス生育管理のAI化などを支援

SENDAI X-TECH INNOVATION PROJECT

４

仙台市が地域企業の「既存産業」× 「先端テクノロジー」を融合した新しい製品やサービスの創出を支援

SENDAI X-TECH INNOVATION PROJECTの概要



５

SENDAI X-TECH INNOVATION PROJECT

画像分析AIで障害物等を避けて運搬

⚫  収穫期における人手不足を代替できるほか、収穫効率の向上につながっている
⚫  日本では既にリンゴやナシなどの果樹園で導入、欧州企業と覚書を結び、欧州のスマート農業を推進

「 AIを活用した農業データソリューション」 画像分析AIを活用した農業用運搬ロボットの導入

⚫ 仙台市の財政支援、販路開拓支援を受けて東北大学発のスタートアップが開発・販売
⚫ 収穫物の運搬をロボットが代替する「農業用自動運搬ロボット」の高性能化に取り組み、
カメラの画像認識で人を見分けて追従することや最適経路を判断する機能を搭載



６

SENDAI X-TECH INNOVATION PROJECT

「 AIを活用した農業データソリューション」 レタス生育管理AI化プロジェクト

⚫ 仙台市が市内農業生産法人とIT企業、大学教授等をマッチングさせ、伴走型でプロジェクトを推進
⚫ AIによる画像解析や生育予測を取り入れた生産管理手法を検証
⚫ AIによりレタスの重量を計測し、環境データ（日照量、温度など）からレタスの生育を予測、
生育環境を調整することで、生産を最適化するシステムを開発中

AIの画像解析による
重量計測

今後、他の農産物にも応用し、農業全体の効率化に繋げていく

現在：100g

カメラ

レタスの
画像を取得

AIによる生育予測

このままだと収穫日に170gとなるが
日照量や温度を調節すれば

200gまで成長可能

生育環境調整 高品質のレタス
を安定生産

200ｇ

日照量UP

温度・湿度調整

理想値

200g
予測値

170g
差異

-30g

成長
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